
２０２４年度第１次募集入学試験筆記試験（小論文試験） 
 
 次の問題文を読んで、後の設問に答えなさい。 
 
 【文章省略】 
 
 下記の文章を示し、以下のように出典等の記載を付した。 ［出典：梅川健「アメリカの政
治と司法－合衆国最高裁判所はなぜ政治的争点となる判決を下すのか？」法学教室 510 号
（2023 年）62 頁。出題の都合上、文章の一部を省略し、注及び小見出しを削除する等 の
変更を加えた。］  
 
 設問１  

現在のアメリカ合衆国の最高裁判所が、問題文にいう政治的争点となる判決、特に保守
的な判決を下すことがある理由を、筆者はどのように述べているか、400 字以上 800 字以
内で説明しなさい。 

 
 設問２ 

  設問１で解答した、最高裁判所が問題文にいう政治的争点となる判決を下す理由は、
日本にも当てはまると考えられるか、200 字以上 400 字以内で論じなさい。なお、本問は
現行法の規定や解釈に関する知識を問うものではないが、以下の事柄は必要に応じて参
照してよい。 
① 最高裁判所長官は、内閣の指名に基づいて天皇が任命する。最高裁判所判事は、内閣

が任命する。 
② 最高裁判所の裁判官の任命については国民の審査に付され、投票者の多数が裁判官

の罷免を可とするときは、その裁判官は罷免される。 
③ 裁判官は、裁判により、心身の故障のために職務を執ることができないと決定された

場合を除いては、公の弾劾によらなければ罷免されない。行政機関が裁判官の懲戒処
分を行うことはできない。 

④ 最高裁判所の裁判官は、すべて定期に相当額の報酬を受け、在任中、報酬は減額され
ない。 

 
設問 3 

あなたは、日本の最高裁判所が、問題文にいう政治的争点となる判決を下すべきだと考
えるか、200 字以上 400 字以内で論じなさい。なお、本問も現行法の規定や解釈に関する
知識を問うものではないが、設問２の①～④の事柄は必要に応じて参照してよい。 


